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６歳でバレエを習い始めた北村さん

は、歌って踊るアイドルにあこがれ、

踊ることに夢中になった。しかし、

定型通りに踊るだけでは窮屈さを感

じるようになり、独自に振り付けを

考えて踊りを楽しむようになった。

91（平成３）年、20歳のとき、バレエ

の勉強のためにイギリスへ留学。だ

が、もっといろいろなダンスを学び

たいと考え、バレエ学校を中退。世

界各国からダンサーが集まるダンス

の教育機関「Ｌａｂａｎ Ｃｅｎｔｒｅ」へ

入学した。

Ｌａｂａｎ Ｃｅｎｔｒｅの講義はグループ

で課題をディスカッションするスタイ

ルだった。ところが、英語が話せな

い北村さんは内容よりも言葉に気を

取られ、思いを伝えられないもどか

しさと焦りを感じた。

３カ月ほどたったある日のこと、流暢

な英語で話しているとばかり思って

いたメンバーが、実は英語と自国語

を混ぜて話し、懸命に意見を伝えよ

うとしていることに気付いた。この

とき、大切なのは「伝えたいという気

持ち」だと痛感し、気持ちを自由に表

現して伝えるコンテンポラリーダンス

を本格的に学ぶようになったという。

北村さんは

93（平成５）年

に帰国し、関

西を拠点に

ダンサー・振

付家として活

動を開始。

だが、ダン

スだけで生活していくのは難しく、ア

ルバイトをしながら舞台に立つのが

やっとの日々だった。

だが「できるかできないかではなくて、

やる気があるかないか、その気持ち

が人を動かす原動力」と彼女は決して

あきらめなかった。その結果、実力

が徐々に認められ、平成15年度大阪

舞台芸術新人賞などを受賞した。

結婚を機に06（平成18）年、滋賀へ移

住。出産・育児をしながら「滋賀発の

ダンスを！」とファイトを燃やし、ま

すます盛んに活動するようになった。

07（平成19）年からは「さきらダンス

道場」を開催し、踊り手の養成にも力

を入れている。

「教える」のではなく、あくまでもナ

ビゲーターとして「一緒に創る」とい

うスタンスに徹している。

「生活する場所で創り、発表すること

が大切。東京や大阪にダンスを見に

行くように、滋賀にお客さんが来て

くれるようにしたい」と北村さんは熱

く語る。彼女の強い思いが、人を引

きつけるパワフルなダンスを生みだ

している。　　　　　　　　（取材・安積）

　

http://www.shigeyan.com
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場所：栗東芸術文化会館さきら
8/1（金） 19：30～
8/2（土） 15：00～
　　　 19：30～
8/3（日） 15：00～

８/１（金）の公演
 にご招待！
　詳しくは４面で。

写真//清水俊洋

写真//平野愛
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